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５ 論文の特質 
本論文は，持続可能な社会の実現に向けた無形のサービスと有形の製品を同時に考慮した
アップグレード製品サービスシステムのビジネスモデルの設計手法について論じている。ア
ップグレード製品サービスシステムの設計において必要となる設計情報と，その情報の導出
プロセス，および導出に必要な既存の設計手法と意思決定支援手法の体系化を行っている。
本論文で提案された手法をノートパソコン，家具家電，および複合機のサービス設計問題に
適用しており，全ての事例において，持続可能性に関する低環境負荷，低価格，高利益の制
約を満足させながら，ハードウェアの設計やサービスのマネージメントに必要な設計情報を
導出可能であることが示されている。これらの知見から，提案された手法は，持続可能なビ
ジネスモデルの設計支援としての有用性を示している。 
 
６ 論文の評価 
本論文では，持続可能な社会を実現するための新たな取り組みとして，必要最小限の製品
構成要素をアップグレードすることによって製品やサービスの陳腐化を予防し，消費者に長
期間に渡って省使用資源，省廃棄資源で先進の機能，ユーザビリティを提供するための製品
サービスシステムを提案している。従来，アップグレード設計の概念は提案されていたが，
サービスの発案から，具体的なアップグレードサイクル，サービスのサポート期間の設定ま
でを導出する一連のプロセスを対象とした設計手法は存在しなかった。本研究では，その設
計プロセスとプロセス間の入出力情報の整理，各プロセスにおける意思決定支援手法の体系
化を行うことで，対象に依存しない一般性を有する手法を提案しており，学術的意義は大き
い。さらに，提案した設計手法を複数のサービス設計問題に適用した結果，本論文で提案さ
れるアップグレード製品は，従来の売り切り型の製品と比較して，高頻度の機能向上を実現
しながら，製品ライフサイクル全体で低ライフサイクルコスト，低環境負荷，高利益を同時
に達成可能であることが示されている。すなわち，提案されたアップグレード製品サービス
システムは，持続的な社会を実現する主要なアプローチである省資源化と脱物質化を融合し
た新しい概念により，自然環境に対して低負荷，製造企業に対して高利益，消費者に対して
低価格を実現するものであり，環境・企業・消費者全体の持続可能性に対して有用であるこ
とが示されており，社会的にもその意義は大きい。これらの成果は，企業の製品サービスの
設計において，アップグレード製品の導入を促進させ，ユーザがアップグレード可能な製品
を積極的に購入，使用するような社会システムの実現に貢献するものである。 
 
７ 論文の判定 
本学位請求論文は，理工学研究科において必要な研究指導を受けたうえ提出されたもので
あり，本学学位規程の手続きに従い，審査委員全員による所定の審査及び最終試験に合格し
たので，博士（工学）の学位を授与するに値するものと判定する。 
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